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昭和63年度富山大学入学式学長告辞

ただいま入 学 を許可されましたし566名にの ほる諸

君は ， 本学の 各学部 ， 大学院お よび専攻科 へ， めでた

く入学 された方々であり ， 本学 の教職 員一同 ， 心から

祝福 を 申します と共に歓迎の 意を 表します 。

平均倍率5 倍以上という難関 を 突破して， めでたく

入 学 された諸君や御家族の 方 の々 喜び はさぞかしと思

います 。 選ばれた者 の 幸せと誇り を 自覚す ると共に，

本 日の 感激を忘れることなし これからの 4 年 間 充実

した悔の ない大学生 活 を 送って欲しいと思います 。

きて， 昨年 から複数 受験 が可能になったこともあっ

て本学 にお いても入学者 に占める他県 出 身者 の 割合 が

増える傾向にあり ます 。 さらに今年 は 共通 一次 の 成 績

を 把握してからの 出 願にもどり ましたの で「入 りたい

大学 」より 「入 れる大学」 を 求 めて受験生 が東奔西走

す る姿が目立ったともいわれています 。 その 結果， 合

格は したけれども， 本 来の 希望とは 違う大学 や学部 に

入学す ることになり ， どこかもやもやしたもの を ぬぐ

いきれないでいる人 も少なくないかと思います 。 浪人

して再挑戦す ることを 決めている者 より も， ある意味

で傷口が深いかもしれません。 しかし， いつまでも狭

い受験生 心理の 枠の 中 に自分 を 閉じ込めていては， 得

るところ少なし 失うもの は 、かり多いと言わなければ

なり ません。 同じ世代の うち 4 割にみたない諸君だけ

が4 年間 の大学生 活 を 過ごせることの 貴重さを 改 めて

認識し， 新たな目的意識を 持 って頑張 って欲しいと思

います 。 大学 へ入 学 したこと， それ自体はゴー ルでは

あり ません。 入学 はあくまで出 発点であることを くれ

ぐれも忘れず， は るかなる各人 の 人生 に向かつて一歩

を踏み出 して欲しいと思います。

ところで， 大 学 が 単なる学 歴や資 格取得の 場と化 し

ているとか， レジャー ラ ン ド化 していると言う指摘が

なされて久しいと思います 。 大学 も真剣にその ような

非難を さける努力を してお り ますが， 今日 の 我国の教

育 風土や社会 環境の 改 革を 急がねばならぬ問題も多々

あると思います 。

その 一 つは， 現代社会 が学 歴重視の 社会 であり， 学

歴により 輪切り の 評価がなされることであり ます 。 も

ちろん高学 歴化 は 労働力の 質を 高かめるばかり でなく，

有効需要を ふくらませ， さらに社会の安定 にも大 きく

役立つわけであり ます から， 国や社会 の 高学 歴層に対

する需要は 増大す るばかり で， 親や家族にしてみれば、，
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将来の社会生 活 にお ける 「 保 険」 として自 分の 子弟に，

ひたすら高い学 歴を つけさせようと考 えるの もやむを

えないことかもしれません。 戦後40年 の 聞に高学 歴化

は非常に進展し， 大学の 大衆化 に拍車を かけたと思い

ます。 す なわち ， 進学 率の 向上とそれに対 応する大学

の 増設などによって， 大学 が昔の ようなエ リ ー ト 養成

を主 たる目的とす る機 関 でなくなり， より 広い目的を

持 つようになってきたことから， 学生の 意識と行 動が

多様化 してきたことは事 実であり ます。

つぎに， 高等学校 までの 教 育が厳しい受験 勉強に終

始 す るため， 大学 に入学 して息切れがす ると共に解放

感に浸ってしまうことであり ます 。 さらに高校 にお け

る進学指導 の 在り 方 が， 大学 に何を 求 めるかを 考 えた

大学 選択より も， 偏差値にもとづいた入学 出 来る大 学

選らび に重点を お くため， 進学の 目的が明確で、なし

したがって学習 意欲がない， 学 習 態 度が消極的な学生

が少なくあり ませ ん。

また， 大学は 一 義 的には学 問研究 と教 育の 場であり ，

学 問や人 間 形成 中 心の学生対 応がなされてお り ます が，

近来， 大学教 育に対 す る社会 的要請が， あまり にも即

効的， 実利 的なもの を 求 めるの に急なため， 大学 がそ

れにこたえきれない憾みがあり ， 学 内 外 に不満を 持 つ

人 も少なくないと思います。

これらの事情 から， 単位 さえとれればよいと言う学

生 が増え， 大学生 活 を 単なる慢然 とした次 の 出 番を 待

つモ ラ トリ アム の 時期 に終らせる傾向が見られる事は

誠に残念で、あり ます 。

大学教育 は 本 来， 個 の々学生 がそれぞれ目的とす る

専門知識を 習 得し， きらに自らの 人 格を 完成 したいと

願う本 質的な学 習 意欲にこたえ， これを 助ける存在で

なくては なり ません。 然 しながら最近の学生 は ， 自分

で考 え， 判断 し， 行動す る訓練をほとんど受けていな

いため， 大学 に入 っても自分 で考 え， 積極的に学 習 に

取り 組 もうとせず， 高等学校 までの 路線を 継続して，

教 えられるだけで満足す る受身の 勉強に終始す るの が

精いっぱいの ようであり ます 。

よくいわれる事 です が， 我国の大学は 欧米の大学 と

は 対照的に， 入学 するの は困難であるが， 入 学 してし

まえば， ほとんどの 学生 が卒業 できる， 思lJの 言葉で言

えば， 学 歴の 取得は 自明 の理 であるように思われてい

ますの で， 単に 「 学 歴」 取得を 指向する者 は ， 大学生
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活の目標を見失ない無気力になってしまうのだと思い

ます。 諸君は大学における学業であれ， クラブ活動で

あれ， 諸君の大学生活を活性化させるために， 自分が

ほんとうに勉強したいもの， 言い換えれば， 大学生活

に求めるものは何なのかをよく考えなければなりませ

ん。 その目標へ向って充実した学生生活を送った結果

得
た学歴にこそ， 本当の価値があるのではないでしょ

うか。

いよいよ今日から待望の大学生活が始まるわけです

が， 大学生活は学業にはげむと共に， 若い諸君が人生

を見つめる大切な場であります。 読書や課外活動を通

じて心を聞く場であります。 諸君の中には受験勉強中

心の生活の中で， 中学・高校時代に果しておくべき精

関 係

法 律

o思給 法等の一部を改正する 法律（
2
0)

4 . 26 

（注）思給年額の計算の基礎となる仮定俸給年額を

昭和63年
4月分以降，1.25パーセント引き上

げること。 普通思給等の最低保障額の増額の

改正が行われた。

政 令

o国立学校設置法施行令の一部を改正する

政令(10 1) 4・8

省 令

o国立の学校における授業料その他の費用

に関する省令の一部を改正する省令（文

部1 1 )
4 . 1 

0文部省設置法施行規則の一部を改正する

省令（同12) 4・8

o国立学校設置法施行規則の一部を改正す

る省令（同1
4

) 4・8

0国立大学の学科及び課程並びに講座及び

学科目に関する省令の一部を改正する省

令（同16 ) 4 . 8 

0国立大学の大学附置の研究所の研究部門

に 関する省令の一部を改正する省令（同

17) 
4・8

報 第294号

神発達段階の課題を
残

している人， 社会性の発達のお

くれを示す人も少なくない と思います。 スポーツやサ

ークル活動によって， 体をきたえ， 心を聞き， 先輩や

同輩との交流によって幅広い人格形成につとめ， 身心

ともに， 悔のない 充実した大学生活を送ることを期待

してやみません。

最後になりましたが， 大学院や専攻科へ進学した諸

君は， それぞれの専門の分野において研績を積まれ，

各自の個性と創造性をのばし高度の専門職業人として，

はずかしくない一層の学識と広い視野を身につける事

を期待します。

簡単でありますが， これをもって私のお祝いの言葉

とします。

法 .6... jJ 

o国立大学共同利用機関組織運営規則のー

部を改正する省令（同18)

0義務教育費国庫負担法第
2

条但書の規定

に基き教職員給与費等の国庫負担額の最

高限度を定める政令施行規則及び公立養

護学校整備特別措置法施行規則の一部を

改正する省令（同19)

0国立の学校における授業
料

その他の費用

に関する省令の一部を改正する省令のー

部を改正する省令（同
2
0)

規 則

0人事院規則9- 1 （非常勤職員の給与）

の一部を改正する規則（人事院9 - 1 -

4 
) 

0人事院規則9 -6 （俸給の調整額）のー

部を改正する規則（人事院9-6 - 10)

0人事院規則9-7 （俸給等の支給）のー

部を改正する規則（人事院9 7 - 3) 

o人事院規則9 -17 （俸給の特別調整額）

の一部を改正する規則（人事院9 -17ー

0人事院規則9 -42 
（指定職俸給表の適用

を受ける職員の俸給月額）の一部を改正

する規則（人事院9 -42
- 3 )  

4・8

4・8

4 ・1 2

4・ 1

4・1

4 . 1 

4・1

4 . 1 

- 3
一
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0人 事院 規則9 - 17 （俸給の特別調整額） （ 人 事院16 3 8 ) 4 ・ 8

の一部 を改正す る人 事院 規則 （ 人 事院 9 0人 事院規則16 4 （補償及 び福祉施設 の

17 - 18 ) 4 ・ 8 実 施） の一部 を 改正す る人 事院規則（人

0人 事院 規則9 - 30 （特殊勤務 手当） の一 事院16 - 4 - 5 ) 4 ・8

部 を改正す る人 事院規則 （ 人 事院 9 - 30 

- 6 )  4 ・8 告 示
0人 事院 規則1 6 - 0 （ 職 員 の災害補償） の o国立の義務 教育 諸学校 等の児童生 徒等に

一部 を改正す る人 事院規則 （ 人 事院16 一 ついての災害共済 給付に 係 る昭和63年 度

0 7 )  4 ・ 8 以後の共済 掛金 の 額のうち その保護者 等

0人 事院 規則1 6 - 3 （災害を 受けた職 員 の から徴収す る額を 定 める等の件 （文部39 ) 4 ・ 1

福祉施設 ） の一部 を改正する人 事院規則

学 内 規 則

富山大学学則の一部改正

富山大学学 則の一部 を改正す る規則を次 のとお り制

定す る。

昭和63年 4 月 1 日

富山大学長 大井 信一

富山大学学則 の一部を改正する学則

富山大学学 則 （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の一部 を次

のように 改正す る。

第 2 条第 1 項中「， 幼 稚 園 教員 養 成 課程」 を 「 ， 幼

稚 園 教員 養 成 課程， 情 報教育 課程」に改める。

附 則第 3 項の表工学 部 の部 を 次 のように 改める。

電 気 工 学 科 6 

工 業 化 学 科 5 

金 属 工 学 科 3 

機 械 工学 科 6 
工 学 部

生産機械工学科 5 

化 学 工 学 科 6 

電 子工学 科 6 

五十 37 

附 則第 3 項の表中 「 ｜合 計｜ 711」を

「 l合制 8/1」に改める。

別表第 1 教育学部 の項中

「幼稚 園 教員 養成課程」を
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「幼稚 園 壊議成 課程・情 報教育課程」に改める。

別表第 2 教育 学部 の部 を次 のように 改める。

小学校教員 養成 課程 100 400 

中学校 教員 養 成 課程 50 200 

養護学校教員 養 成 課程 20 80 
教育学部

幼 稚 園 教員 養成 課程 30 1 20 

情 報教育 課程 40 1 60 

五十 240 960 

別表第 2 工学部 の部 を次 のように 改める。

電 気 工学 科 56 224 

工 業 化 学 科 50 200 

金 属 工 学 科 43 1 72 

機 械 工 学 科 56 224 
工学 部

生産機械工学 科 45 180 

化 学 工 学 科 46 1 84 

電 子工学 科 46 1 84 

5十 342 L368 

別表第 2 中

「 隆一主吐よ」盟日」E到 」 を

「 隆一旦J」盟主立」堕｜」に改める。

附 則

1 この学 則は ， 昭 和63年 4 月 1 日 から施行す る。

2 別表第 2 に 定 める総定員 は ， 同 表の規定 に かかわ

らず， 昭和63年 度から昭和65年 度まで は， 次 のとお

り とす る。
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す＂－＇ん- 音日 ナA且． 手キ 等

人 文 寸且ιー 科

人 文学部 圭ロ五ロ 会寸主主ー． 文 ナA主ゐ 科

計

小 学 校 教員 養 成 課程

中学 校 教員 養 成 課程

教育学部 養護学 校 教員 養成 課程

幼 稚 園 教員 養 成 課程

情 報 教 育 課 程

計

経 i斉 寸，，.，.，.」 科

畳 間 主 コ ー ス

夜 間 主 コ ー ス

経 戸邑且． ー寸且ー． 科

畳 間 主 コ ー ス

経済学部 夜 間 主 コ ー ス

経 長邑単． 法 λ寸斗ゐー 干斗
昼 間 主 コ ー ス

夜 間 主 コ ー ス

計

数 A十,,. 
科

ヰゐ 理 戸寸以ー ． 科

理 学 部 化 寸.＂－＇ー． 科
生 物 "¥= 科

地 王求 干斗 学 科

計

電 'A 工 寸点 ふ4ー． 科

工 業 it 十戸且．
科

金 属 工 戸寸且」． 科

工学 部 機 械 工 ，－当 a． 科
生 産 機 械 工 学 科

化 A寸Uー． 工 学 科

電 子 工 十.U4 科

計

ム仁コ、 計

砂 富山大学学 則の改正理 由

昭和63年 度に教育学部情報 教育課程が設置 されるこ

と及び昭和6 3年 度 から 当分 の問， 臨時増募として工学

部 の学生定員 増を図 ることに 伴 い， 所要事項を改める。

富山大学学則の一部改正

富山大学学 則の一部 を 改正す る規則を 次 のとおり 制

報 第294号

昭和63年 度 昭和64年 度 昭和65年 度

375 人 380 人 380人

365 380 380 

740 760 760 

520 480 440 

200 200 200 

80 80 80 

120 1 20 120 

40 80 120 

960 960 960 

552 576 576 

60 80 80 

492 496 496 

60 80 80 

366 408 408 

60 80 80 

1 ,590 1 ,  720 1 ,  720 

169 172 172  

181  1 88 1 88 

169 172 1 72 

135 1 40 140 

126 128 128 

780 800 800 

212 218 221 

19 1  1 96 198 

169 172 172  

2 12 2 18 22 1 

17 1  176 178 

172 178 18 1 

172 178 1 8 1  

1,299 1,336 1 ,352 

5 ,369 5,576 5 ,  592 

定 す る。

昭和63年 4 月8 日

富山大学長 大井 信一

富山大学学則の一部を改正する学則

富山大学学 員lj （昭和59年 3 月1 2 日 制定 ） の一 部 を次

のように改正す る。

別表第 l教育学部 の項中

一 5 -
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「発達心理学 」を

「 発達心理学
に改 める。

情報 処理 」
》

学

附 則

この学 則は ， 昭和63年 4 月 8 日から施行す る。

砂 富 山大学学 則の改 正理 由

国立大学 の学科 及び課程 並び に講座及び学科 目に関

す る省令の改 正に伴 い， 別表第 1 を 改 める。

富山大学立山研究室規則の廃止

富山大学立山研 究 室規則を 廃止す る規則を 次 のとお

り 制定 す る。

昭和63年 3 月 31 日

富 山大学長 大井 信 一

富山大学立山研究室規則 を廃止する規則

富山大学 立山研 究 室規則｛昭和52年 9 月 3 0日 制定 ）

は ， 廃止す る。

附 則

この規則は ， 昭和63年 4 月 1 日 から施行す る。

砂 富 山大学 立山研究 室規則の廃止理 由

富山大学 立山研 究 室は ， 立山山岳地帯における自 然

科学 的研究 の場としての目的を 昭和 63年 3 月 3 1 日 を も

って終了す るため。

富山大学 教育学部規則の一部改正

富 山大学教育学部 規則の一部 を 改 正す る規則を 次 の

口uphu
 

日川Aせ

。

年

る

回

す

和

定

昭

止巾

報一
Vと

第294号

富 山大学長 大井 信一

富山大学教育学部規則 の一部を故正する規則

富 山大学教 育学 部 規則 （ 昭和27年 4 月 1 8 日 制定 ） の

一部 を 次 のように改 正す る。

第1 条の見出しを 「 （ 専攻教科 及 び コ ー ス ） 」 に改

め， 同 条に次 の1項を 加える。

5 情報教 育課程 めコ ー ス は ， ( 1 ) 教 育情報 コ ー ス

(2) 環境情報コースとす る。

第 4 条中「別表II, III, N. V, VI」 を 「 ， 別表II

から別表刊」 に改 める。

第 5 条第 5項中「学生は 」 の前 に 「小学校教員 養成

課程 ， 中学校教 員 養成 謀程 ， 養護学校教員 養成課 程及

び幼稚園教 員 養成課 程の」 を 加え， 同条に次 の1項を

加える。

6 情報教育課程 については ， 所定 のコースの授 業科

目5 0 単位を 修 得し， さらに選 択履修 したもの24 単位

及び特別研究 1 0 単位 と合 わせて計84 単位以上を 修 得

しなければならない。

第 1 5 条中 「 別表VII」 を 「 別表VIII」に， 「 別表VIII」 を

「別表庇」に改 める。

第2 0 条中 「 別表立」を 「別表X」に改 める。

第 21 条中 「 別表X」を 「 別表E」 に改 める。

別表I を 次 のように改 める。

別表Xを 別表XIとし， 別表VIから別表立までを l 表

ずつ繰 り 下げ， 別表Vの次 に次 の1表を 加える。 ）

附 則

この規則は ， 昭和63年 4 月 15 日 から施行 し， 昭和63

年 4 月 1 日から適用す る。

一職員会館の宿泊の御案内一

＠利用日……土・日曜日及び祝日も利用でき ま すグ

＠申 し込み…利用日の2目前までにグ

＠門限時刻・・・午後10時・・・・・・・・・御協 力を・········／／
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別 表 I

学 報 第294号

養
養護成

学校
課

教
程

員
幼稚園教員

第二類 ！情報教育 課程
第一類 甲教 教干i 養 成 課 手呈

＼＼ 課程iノト学校教員＼＼ ｜ 成 課 程
＼＼ ド教 育学

＼ ｜ 専攻｜教科専攻
授業科目F区分 ＼＼｜教育 心理学
一科｜ 人 文般 ｜ 社会

教 ｜ 自然
育目 ｜ 総合科目

中学校教員
養 成 課 程

甲教科 ｜ 乙教科

専攻｜ 専攻

36 36 36 

外科
英 きロ五ロ

国
ド イ 、、I 三五ロロ

三日五口 四口
フ ラ ン ス誇

い16ずれか いず16れか いず16れか

2カ国語 2カ国語 2カ国語
8単位 8単位 8単位

中 国 5苦

保科I講
健
体

育

義
技

2 

2 実
目l 計

専攻 科目
教

専攻以外の教 12 

基者
目

科につき1教 音作科ち楽を2体以含
図育上む

画のの 工教ヲ
科各2単位

4 

楽画作育上む
音図工体以含EliI’2を＋句料H一、q，Uれυ

MN－m のの

2 

2 

4 

26 22 

音作ち楽1 体以含
8

図育上む
面の旬I教ヲ i 教科ー

） 教
科

nを
4 

12 I 26 I 22 

12 

6以
図育目
教

の以上画料I上う各（作音含ち2楽単む2 位体科） 
3(1教科）

4 4 

4 4 

2 2 

4 3 

26 16 

25 25 

選 択 I 4 

専｜ 科 ｜ 計 I 16 26 50 42 

16 
3 ( 1教科）

4 4 

4 4 

2 2 

4 3 

6 2 

36 18 

P9 教材研 究 16 
教

教
教科教 育法

教育原理

教育心理

道徳教育の研究

職｜教育実現

4
一
2一
4一
6－
6

’EA
－
anT

 

4 

育

選 択
干斗

計
特殊教 計五割による ）

目｜がj維図 柄 ｜（別表Vによる）

情報 教 育｜（ 別表明による）

計

自 由 選 択

特 別 研 究

16 I 24 

専攻科目につき
84 

22 I 22 

専攻教科につき

84 

140 140 

、l
 
ノ 5十

ぷh、口 十8
4一＝＝ロ

25 

140 

備考 1 小学校教員養成謀総では． 音楽・図画 工作 ・体育3教科について基本科目各2
単位を履修しなければならない。

2 養護学校教員養成課程 第一類は小学校教諭普通免許状を取得する課程である。
第二類は中学校教諭普通免許状を取得する課程である。

3 幼稚園教員養成謀総では． 音楽 ・ 図画工作 ・体育3教科について基本科目各4
単位を修得しなければならない。

4 一般教育科目については， 人文． 社会及び自然の三分野にわたり． 1科目原則
として4 単位， 合計36単位とする。 ただし， 36単位のうち各分野において2科

目8単位， 計24単位を修得 し なければ な らない ロ
5 外 国語科目については， 英 語 ． ドイツ話， フランス詰． 中国語のうち ， 2カ国

言吾各8単位． 言十16単位を修得しなければならない。

36 36 

� � � 
16 8 い1ず6れ一8 

2カ国語 一 か2カ8 国語88単位 一
8 単位

2 2 

2 2 

4 4 

12 
音楽・図画
工作・体育

を各4単位

6 

18 

4 

4 

4 

12 

30 

25 

日一
回一
μ

30 

24 

専攻教科につき
84 

140 

10 
84 
140 
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学 報

情 報 教 育 課 程

開 設 教育情報 コー ス 環境情 報 コ ー ス
授 業 科 目

必単位 必 選 必 選 選 必 選

情報科学 概論 2 2 2 

情報 処理論 2 2 2 

情報 処理 演習 I 1 1 1 

情 報 処理 演習 II 1 1 

人 間工学 2 2 2 

教育情報科学 2 2 2 

デー タ 処理法 2 2 2 

計算機 シ ス テ ム概論 2 2 2 

環境科学 概論 2 2 2 

行 動科学 概論 2 2 2 

情報社会論 2 2 2 

人 間 形 成 論 I 2 2 

人 間 形 成 論 I I 2 2 

教育方法学 2 2 

教育工学 2 2 

教育社会学 2 2 

社会教育 論 I 2 2 

認知心理学 2 2 

社会 心理学 2 2 

教育 測定 ・評価（教育 統計 ） 2 2 14 

教育情報 処理 2 2 

比較文化論 2 2 

家族形 成論 2 2 

社会調査方法論 2 2 

コミュニケー シ ョ ン 論 2 2 

教育情報 演習 4 4 

地域環境論 I 2 2 

地域環境論 II 2 2 

地域環境論 III 2 2 

生 活 環境論 I 2 2 

生 活 環境論 II 2 2 

生 活 環境論 I I I 2 2 

地球 環境総論 2 2 14 

地球 環境各論 I 2 2 

地球 環境各論 II 2 2 

生 物 と 環境I 2 2 

生 物 と 環境II 2 2 

物 質情報 2 2 

環境測定 2 2 

第294号

。。



昭和63年5 月 1 日 発行 学 報 第294号

（ 自 然 ） 環境論 演習 2 2 

（ 自 然 ） 環境論 実験 2 2 

基礎数理 2 2 2 

解析学 2 2 2 

応用数学 2 2 2 

プロ グ ラ ミ、 ン ク。演習 2 2 2 

応用プロ グ ラ ミング 2 2 2 

計 測処理法 2 2 2 

情報 管理論 2 2 2 

計算機 応用科学 2 2 2 

科学 技術史 2 2 2 

産業 心理学 2 2 2 

言語と言語学 2 2 10  2 10  

国 語表現論 2 2 2 

英会 話 2 2 2 

環境と法 2 2 2 

資源エネル ギー論 2 2 2 

環境デザイ ン 2 2 2 

文化 環境論 2 2 2 

図 書館情報学 2 2 2 

社会教 育論I I 2 2 2 

身体論 2 2 2 

運 動教育 論 2 2 2 

特別 講義 8 8 8 

自 由 選 択 24 24 

特 別l 研 究 1 0 1 0  10  

3 6  24 3 6  24 

言十 142 24 24 

84 84 

備考 自 由選択科 目は， 本課程 の 専 門 教育科 目及 び本学部で開設される他の専門

教 育科 目のうち から自 由に 選択履修す るものとす る。

砂 富 山大学教育学部 規則の改 正理 由 富山大学教育学部規則 の一部を改正する規則

教育学部情報教育課程 の設 置 に伴い， 所要事項を 改

める。

富山大学教育学部規則の一部改正

富山大学 教 育学部 規則の一 部 を 改 正す る規則を 次 の

とおり 制定 す る。

昭和63年 4 月 1 5 日

富山大学長 大井 信一

富 山大学教育学部 規則 （ 昭和27年 4 月 18 日 制定 ） の

一部 を 次 のように改 正す る。

別 表VIを 次 のように 改 める。

附 則

この規則は， 昭和63年 4 月 1 5 日 から施行 し， 昭和63

年 4 月 8 日 から適用す る。
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別表VI

学 報

情 報 教 育 課 程

科
寸，，.，.，.ー

授 業
開 設 教育 情報 コ ー ス 環境情報 コ ー ス

科 目
目 単位 必 選 必 選 必 選 必 選

情報科学 概論 2 2 2 
’情 情報 処理論 2 2 2 

情報 処理演習 I 1 1 1 

報 情報 処理演習 I I 1 1 1 

人 間工学 2 2 2 

処 教育情報科学 2 2 2 

データ処理法 2 2 2 

理 計算機 シ ステ ム 概論 2 2 2 

環境科学 概論 2 2 2 

行 動科学 概論 2 2 2 

情報社会論 2 2 2 

人 間 形 成 論 I 2 2 

人 間 形成論 II 2 2 

教育方法学 2 2 

教育工学 2 2 

教育社会学 2 2 

社会教育論 I 2 2 

認知心理学 2 2 

社会 心理学 2 2 

教 育測定 ・評価（教 育統計 ） 2 2 1 4  

教育情報処理 2 2 

比較文化論 2 2 

家族形成 論 2 2 

社会 調査方法論 2 2 

コ ミュニケー シ ョ ンE命 2 2 

教育 情報 演習 4 4 

地域環境論 I 2 2 

地域環境論 I I 2 2 

地域環境論 II I 2 2 

生 活 環境論 I 2 2 

生 活 環境論 I I 2 2 

生 活 環境論 II I 2 2 

地球 環境総論 2 2 1 4  

地球 環境各論 I 2 2 

地球 環境各論 I I 2 2 

生 物 と 環境 I 2 2 

生 物 と 環境I I 2 2 

物 質情報 2 2 

環境測定 2 2 

第294号

ハU唱『A
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（ 自然 ） 環境論 演習 2 2 

（ 自然 ） 環境論 実験 2 

基礎数 理 2 2 2 

解析学 2 2 2 

応用数 学 2 2 2 

プ ロ グラミ ン グ演習 2 2 2 

応用プログラミン グ 2 2 2 

計測処理法 2 2 2 

情報 管理論 2 2 2 
計算機 応用科 学 2 2 2 

科学 技術史 2 2 2 

産業d心理学 2 2 2 

言語と言語学 2 2 1 0 2 1 0  

国語表現論 2 2 2 

英会 話 2 2 2 

環境と法 2 2 2 

資源エネルギー論 2 2 2 

環境デザイ ン 2 2 2 

文化 環境論 2 2 2 

図 書館情報学 2 2 2 

社会教 育論 II 2 2 2 

身体論 2 2 2 

運 動教育論 2 2 2 
特別 講義 8 8 8 

自 由 選 tJ� 24 24 

特 別 研 究 10 10  10 

36 24 36 24 

計 142 24 24 

84 84 

備考 自 由選択科 目は ， 本課程の専門教 育科 目及 び 本学部で開 設される他の専門教育

科 目のうち から自 由に選択履修 するものとする。

惨 富山大学教 育学部 規則の改 正理由

国 立大学 の学科 及 び課程並び に講座及 び学科 目に関

す る省令の一部 改 正 （ 昭和6 3年文部 省令第 16 号 ） に伴

い， 所要事項を改 める。

諸 AQ
一品 議

第10回総合大学院検討委員会自然科学部会（ 4 月 14 日 ）

（議 題）
( 1 )  大学 院設置 について

昭和63年度第1回評議会（ 4 月 15 日 ）

（審議事項）

( 1 )  昭和6 3年 度理学部物理学科第 2 次募集 の合格者

噌’ム



昭和63年5 月 1 日 発行

の判定 について

�色弓ー

( 2) 富山大学教育学部規則の一部改正について

(3) 富山大学 名誉教授 称 号授与について

(4) 学 生 の除籍について

(5) 編入学 （ 学士 ） について

第 1回事務協議会（ 4月 1 8 日 ）

（議 題）
(1) 当面の諸問題について

昭和63年度第1回入学試験管理委員会・第1回入学者

選抜方法研究委員会の合同委員会（ 4 月1 9 日 ）

（審議事項）
( 1 )  「大学入試改革 につ いて（ 報 告 ） 」 （ 大学 入試

改革協議会 ） に係 る意見について

( 2) 昭和6 4 年度富山大学 入学 者選抜試験 の実施に伴

う基本方 針 （ 案） について

昭和63年度第1回授業料等減免選考委員会（ 4 月21 日 ）

（議 題）

( 1) 昭和6 3 年度学部新 入生 の入学 生の入学 料免除者

品凶
手

報 第294号

の選考について

(2) 昭和63年度大学院生の入学科免除名ーの選考につ

いて

第5回総合大学院検討委員会（ 4 月26日）

（議 題）
( 1 )  大 学院構想について

昭和63年度第2回補導協議会（ 4 月初日）

（審議事項）

(1) 第33回大学祭に つ いて

庶務係長会議（ 4 月 28 日 ）

（議 題）

(1) さわやか行 政サービス運 動について

(2) 入学式等行 事について

(3) 文書 処理 規則の運 用について

昭和63年度第2回学寮補導委員会（ 4 月28 日 ）

（審議事項）
( 1) 寮生 との話し合いについて

事

昭和63年度富山大学（学部， 専攻科， 大学院研究科）入学式の挙行

昭和63 年度 富山大学 （学部 ， 専攻科 ， 大学 院研究科 ）

入学 式は ， 4月 1 1 日 （｝j)午前 10 時30 分から富山市公会 堂

において挙行 されました。

式典は ， 新 入生 1, 566 名の入学 許可宣言には じまり ，

学長告辞， 部 局長紹介のあと， 本学合 唱団の合唱及び

フィルハ ー モニー 管弦楽団による演奏がアトラ クショ

ンとして行 われ無 事 終了しました。

- 1 2  -



昭和63年5月1日発行 品... 7- 報 第294号

昭和63年度科学研究費補助金（海外学術研究）の内定者
研 究 代 表 者

E果 調査研究 実施国
所 属

研 n九＂＇. 題
1故 氏 名

理 学 部 教 授 小黒 千足 カ ニクイガエル幼 生 の＊司 塩及び浸透圧調節 タ イ

人文学部 助教授 磯部 章3 中 国地方劇形成過松の研究 中華人民共和国

人 事 異 動

異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前 の所属官職 異 動 内 ’1モT， 任 命権者

採 用 63. 4. 16 手口久手IJ 昌 男 教授 （経 済学部） 文 部 大 臣

63 4 . 1 1  本 回 善 彦 事務補佐員（附属図書館） 富山大学 長

II 藤 木1爾＝郎 事務補佐員 （附属 図 書 館） fl 

63. 4. 20 彼 谷 年 悲 事務補佐員 （経理部経理課 ） fl 

-f/. ｛干： 63 5 l 米 出 政 明 助教民（工学部） 教授 （ 工学部） 文部 大臣

学 内 諸 報

名誉教授の称号授与

昭和63年3 月3 1 日 限り 件 年退官された方， 又昭和63

年4月l 日 付けで 転出された次 の方々に対 し， 昭和63

年 4凡 25 日 付けてい’高山大学名誉教技の称号が技与され

ました。

名答教授

田中専一郎

九州帝国大学理学部数学科

卒業 理学博士

昭和25年 5 月 九州大学理学部 講師， 同 33年 5 月 富 山

大学文理学部教授 に昇任 ， 同 52 年5 月富山大 学文理学

部改組 により ， 富山大学理学部教授 となり ， 37 年余り

の長さにわたって， 数学 を 担当され， 常に厳正な教育

姿勢のなかにも終始懇篤な温情 をもって， 学 生 を教育 ・

指導 され， 多数 の優秀なる教育者 ・ 研 究 者 の育成 に貢

献されました。

この間 ， 理学部数学科主任教授 ， 本学 評議 員 ， 計算

セ ン タ一室長として， 本学並び に理 学部 の発展充実に

尽力されました。

一方， 研究 面では ， t世界に先駆けて差分方 程式に関

す る研 究 を系統的に行 い， 解の存在定理 ， 比較定 理，

日佳一性定理 等の基礎定 理を発見し， さらに， 解析的非

線形連立差分方程式を分類し， 各々の場合 についてあ

る領域で の解析的漸近解の存在を証明 し， これら一連

の研究成課は 「田中の級数 法」の名で 知られており ，

この分野の解析的理 論の発展に大 きな影響を 与えまし

た。

また， 日 本数学会 の評議員 として学会 の発展に寄与

し， 特に， 昭和60 年度秋季の日本数学会 が本学 で開催

された際には 大会委員 長を務 められました。

一方， 長年富山県 の数学教育 学会 の会 長としても活

- 13 -
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躍きれる等， 学 術の振興及び地域の発展に貢献されま

した。

名誉教授
久保和美

北海道帝国大学理学部動物学科

卒業 理学博士

昭和21 年1 0月北 海道帝国 大学理学部 勤務 ， 同 25 年4

月 ， 富山大学文理学部助教授 ， 同 45 年1 1月富山大学文

理学部教授 に昇任 ， 同5 2年 5月 富山大学文 理学部改組 に

より 富山大学理学部教授 となり ， 4 1年余りの永きにわ

たって生 物学 を 担当され， 常に厳正な教育姿勢のなか

にも終始懇篤な温情を もって， 学 生 を 教 育・ 指導 され，

多数 の優秀なる教育 者 ・ 技術者 ・ 研究者 の育 成 に貢献

されました。

この間 ， 昭和5 2 年 環境生物学 講座の創設 など， 理学

部 生 物 学担当教 官として理学部 及 び生物 学科の整備・

充実に尽力されました。

一方， 研究 面では ， 先ず， ヒトテの個体発生の全過

程を 日 本 で 最初に明 らかにした。 この研究は ， 今 日 に

おいても， なお高い評価を 受けています 。 続いて， 当

時としては 画期 的な免疫学的手法を 分瓶学に導入 して，

ヒトデの額縁関係 を 明 らかにし， また， 近年は ， 理 論

生物 学の分野において， 特に， 複雑な生体反応の活性

化 エネルギー が温度によって変化す る現象を 解析す る

ために必要な優れた判別式を 考案し， その有用性が世

界的に高く評価されています。

また， 長年動物 学会会 員として活躍され， 特に， 第

58 回 大会 においては 総会議 長を 務 めるなど， 学会 の発

展に寄与されました。

名誉教授

中村良郎

東京教育大学大学院理学研究科

博士課程修了 理学博士

石川県 公立学校 教諭などを 経 て， 昭和34 年4 月 富山

大学文理学部助手，同 37年 7 月富山大学文理学部助教

授 ， 同40 年5月 富山大学文理 学部教授 に昇任 ， 同 5 2 年

5 月富山大学文理学部 改組 により 富山大学理 学部教授

となり ， 3 1 年の永きにわたり 数学 を 担当され， 常に厳

正な教育 姿勢のなかにも終始懇篤なj且｜育を もって， 学

生 を 教育 ・ 指導 され， 多数 の優秀なる教育者 ・ 研究者

報 第294号

の育 成 に貢 献されました。

この間 ， 理学部数学 担当教 官として， 理学部 及び数

学科 の整備 ・ 充実に尽力されました。

一方 ， 研究 面では ． 整数 論に関 す るものを 中心に代

数 学の諸分野において幅広く， 例えはある意味で 完全

に非 可換な群について重要な結果を 導 き， テ テキ ン ト

整城については そのideal transformによる特徴づけ

に成 功す るなど， その研究は 高い評価を 受けました。

更に近年続けている二次 形式の繋数 論に関す るものと

して二次 形式のウイット環についての研究 ， あるいは

相対的代数 拡大 体の一連の研究は 学会において注目さ

れています 。

また， 日 本数学会 の評議 員を 歴任 されるなど， 学会

の発展にも寄与され， 特に， 昭和6 0 年度秋季の日 本数

学会 が本学 で開催された際には ， 大会 副委員 長を 務め

られ， このほか， 富山県 の数学教育 学会 の副会 長とし

ても長年活躍されるなど学 術の振興及び地域の発展に

貢献されました。

名誉教授

庚岡惰ニ
東京帝国大学理学部

化学科卒業

理学博士
喝 犠A r 

昭和2 6年12月 富山大学助手（工学部 ） ， 同 2 8 年2 月

同 講師， 同 3 0年3 月 間助教授 ， 同 39 年 2 月同 教 ほとな

り ， 36 年有余の永きにわたり ， 終始熱心に学生 の教育・

指導 に専念きれ， 工業 技術者 ， 教育研究者 等多数 の人

材育 成 に貢献されました。

この間 ， 昭和54年 6 月 から 2 期 4 年間 富山大学 評議

員 として， 本学 の発展に大 きく寄与されました。

一方研究 面では ， 重要 な合成 原料としてのテ レフタ

ル酸のトルエ ン のクロメチル化 を 経 る製法を 研究 し，

目的のパラ イ本の生 成 が， 文献と異なり 60 %以下で ある

ことを 指摘した。 また， C. H. 0以外 にNやSを 含

む有機化 合物 ， 例えば尿素， チオ 尿素類及 び 複素環化

合物 やウラ シル類のスルホン アミド型誘導 体の合成 を

行 い， ジチアジン やチアジアジン 環， さらには アセチ

レン構造を 含む一部生理 活性の新 化 合物 を 多数 得る

等の業 績を 挙げ， これらの成 果は ， その他の研究業 績

と併せて， 学会 誌掲載論文 23 編に公表されている。

また， 日 本化学会代議員 ， 高分子学会理事 及び同学

会 北陸支部 長， 有機 合成化学 協会 評議 員を 歴任し， 学

会 の発展にも寄与されました。
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名誉教授

位崎敏男

京都帝国大学工学部

冶金学科卒業

工学博士

昭和2 1年 l月高岡工業専 門 学校 講師， 同 23 年3 月同

校教授 ， 同 2 6 年3 月 富山大学助教授 （ 工学部 ）， 同3 6

年4月同 教授 となり ， 4 2年 有余の永きにわたり ， 終始

熱心に学生 の教育 ・ 指導 に専念、きれ， 工業 技術者， 教

育研究者 等多数 の人 材育成 に貢献されました。

この間 ， 昭和2 6 年7 月 から2 年間 富山大 学附属図書

館工学部 分館長， 同 5 6 年 6 月から3 期6 年 間富山大学

評議員及び同 58年4 月から2 期4 年 間富山大学 工学部

長として， 本学 の発展に大 きく寄与されました。

一方研究而では ， 電解， 主」r造， 腐食司 非鉄金属製錬

など極めて多方面ーにわたっており ， 電 解関係 では 宅 金

属セレ ン 薄膜の電解析出法， 鋳造関係 では ， 高圧鋳造

法の本礎となる鋳；�村に対す る静7)<.}JJll±の効果とその

作用機 構等の研究をわい， 多くの成果：を挙けた。 また，

腐食関係 では ， 主としてアルミニュウム 及び その合金

のイL食機 構を解明し， 実用アルミニュウム材料の｜坊食

対 策に多くの指針を与えた。 さらに製錬関係 について

は ， 製錬生成 中日聞の異キll平衡に関す る平衡論的研究 ，

金属1itil化物 の熔焼反応の速度諭的研究， 難溶性鋭、引の

直接浸出法に関 す る開 発研究 司 溶媒抽出法の湿式製錬

への応用研究 等， 乾式／え びi�1�.式製錬に関す るI�日！よい基

礎研究 を行い顕著な成 果を挙げ， その業 績は 高〈評価

さtLている。

また， 日 本金属学会評議 員， 日 本鉱 業会評議 員 ， 学

報 第294号

術審議会専 門 委員 ， 日 本学 術振興会 非鉄冶金第 69委員

会 委員 等を歴任 し， 学会 の発展にも寄与されました。

名誉教授

杉本新平

京都帝国大学文学部哲学科

卒業

昭和23 年 5 月 任文部教 官富山大 学 薬学 専門 学校 ， 同

2 5年9 月 兼富山大学 講師 （ 文理学部 ）， 同 2 6 年3 月 富

山大学 講師（文理 学部 ）， 同 3 1 年 4 月 同助教授 ， 同4 2

年4 月 同教養部 設置同助教授 ， 同 43 年1 月 同 教授 とな

リ， 今 日 まで約40 年間 の永きにわたり ， 終始熱心に学

生 の教 育 ・ 指導に専念され多数 の人材育 成 に貢献され

ました。

この間 ， 昭和4 5年2 月 から同47 年 2 月 まで富山大学

附属図書 館長， また， 教養部 長を昭和49 年4 月 から同

5 5年3 月までと， 昭和59 年4 月 から同63 年3月までの

計5期1 0年 間にわたり ｛井任されるなど， 延べ 13 年間 に

わたる評議員を務 め本学 の管理運営と充実発展のため

多大 な貢献をされました。

一方 ， 研究 面では ， 該博な学 殖と豊かな人生経験 に

基づく活発明敏な問題意識と卓越した思索力を背景、と

してカ ン ト ・へー ゲル あるいは 西国哲学 とグ リ ーン と

の思想上の相五関係 ないし同 異を解明す るという倫理

学｝：の画期的な成 果を生 むとともに， 大学 ・善 美等の

問題も取り 上げて「大 学論私註」 「茶に於ける道と美

について」等の名論文 に結実され， 学 界でもその成 果

は 高〈評価されています 。

学位取得者

取得者 工学部 助手 高橋隆一

学 位の種類 工学 博士 （ 東京工業 大学 ）

取得年月 日 昭和63 年3 月3 1日

学 位論文 名 封じ込め位界を用いた磁性体高速ス パッ

タ法の開 発に関 す る研究

＠ 構内での 自動車等の 運転は， 教育 ・ 研究に支障を

来さないよ う 安全運転に努め定められた交通方法，

歩行者の安全及び騒音防止 に努め ま しょ う グ

FD
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海 外 渡 航 者

渡 航 の種 類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

外 国 出 張 計算 応用科学国 際会議 及 び＼ 63 . 4 9 
工 学 部 教 授 加 J l l 幸雄 アメリ カ 合衆 国 計算力学 の計算機利用 技術と

教育 に関す るセ ミ ナ ー 出 席 ，
研 究資料収集

63 . 4 .  28 

ト リ チウ アメリ カ 合衆 国 第 3 回 核分裂 ， 核融 合 及 び同 63 . 4 .  2 6  
ム 科学 セ " 渡辺 国 昭

f立｛本利用 にお け るト リ チウム
理工会議 に出席 ， 研究 資料収

ン ター カ ナ ダ 集
63 5 10 

63 . 4 .  2 6  
II E力 手 車 田 プ仁三巳ァ " ’l 

63 . 5 .  14 

海 外研修旅行
F歩

研究資料調査 なら び に共 同 研 63 . 4. 1 
人 文学部 教 授 梶井 大韓民国

究 打合せ 63 . 4 .  1 1  

アメI） カ 合衆 国 第 4 回 国 際アルミ ニ ウム押 出 63. 4 .  10 
工 学 部 II 時j畢 貝 技 術セ ミ ナ ー 出 席 及 び工 場見

カ ナ ダ 学 等研究資料の収集 63 . 4 .  23 

小島
オ ー ス トリ ア， イ 地球 の植生 変化 に関 す る国 際 63 4 .  15  

教 養 部 " 片見江．， 
会議 に出 席 及 び ヨ ー ロ y ノ ぞ南

タリ ア， オ ラ ン 夕、 部 にお け る植生研究 63 5 

リ ス ク・ マネジメン ト及 び保 63. 4 .  17  
経済学部 助教授 武井 動 アメリ カ 合衆 国 険 管理協 会 （R I M S） の年

次 総会 出 席， リ ス ク・ マネジメ
ン ト 及 び保険 に関す る調査

63 . 4 .  24 

カ ナ ダ 鉱床調査 ならび に研究打合せ 63 . 4 .  2 2 
理 学 部 教 授 堀 越 叡

アメリ カ 合衆 国 63 6. 1 5  

職 員 j商 息

〈住所変更〉

人文学部

助 教 授 小川 洋通

理 学 部

助 教 授 佐竹 洋

教育学部

教 諭 横 山 洋子

po
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講 師 藤 田 安啓

学

工 学 部

文 部 技官 酒井 充

〈電話新設〉

経済学部

助 教 授 山口 孝道

報 第294号

助 教 授 唐津 博

講 師 河野 三郎

〈電話番号変更〉

経済学部

助 教 授 小倉 利 丸

主 要 行 事

本 部

4 月 4 日 部課 長会議

1 1 日 入学式 （於 ： 富山市 公会 堂 ）

新 入生 オ リ エ ン テ ーショ ン

（教養部 ， 学生部 ， 保健 管理 セ ン タ ー ， 附

属 図 書 館）

1 1 ～ 1 2 日 昭和63年度国 立学校 施設実態 調査の説明 会

（於 ： 東京 医 科的 科大学 ）

12 日 会計係 長会議

新 入生 オ リ エ ン テーショ ン （各学部 ）

新 入生健康診断

13～ 14 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ーショ ン （学生 団 体 ・ 生

協）

1 4 日 総合大学 院検討委員 会 自 然科学部会

15 日 第 1 回評議会

18 日 部課 長会議

第 l 回事務 協議会

1 9 日 第 1 凪 入学 試験 管理委員 会 ・ 第 l 回 入学者

選抜方 法研究委員 会合同 委 員 会

20 日 営繕関係 ， 一般設備費等 要求 説 明 （於 ： 文

部 省 ）

定期健康診断 （工学部）

2 1 日 第 l 回学寮補導委員 会

第 1 回授業料減 免 選考委員 会

第 1 回 補導協議会

22 日 第47 回 東 海 ・ 北陸地区 国 立大学等 施設部課

長会議 （於 ： 名 古屋工業大学 ）

25 日 名誉教授称号記授 与式

総合大学 院検討委 員 会

国際交流委 員 会

第 l 回学務関係係 長会議

26 日 総合大学 院検討委 員 会

26 ～ 27 日 第73 回 東 海 ・ 北陸地区国立学校等会計部課

長会議 （於 ： 豊橋 技術科学大学 ）

27 ～ 28 日 積算指針昭和63年度版 説 明 会

（於 ： 京都工芸繊維大学 ）

28 日 庶務係 長会議

人 文 学 部

4 月 1 日 係長 会議

8 日 教務委 員 会

教授会

人事教授会

1 2 日 新入学生 オ リ エ ン テ ー ショ ン ・ 健康 診 断

人文科学研究科新 入学生 オ リ エ ン テ ー ショ

ン
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1 3 日 補 導 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

係長会議

職業補 導委 員 会

入学者選抜方法検討 委 員 会

前学期授業開始

20 日 教授会

人事教授会

人 文科学研究科委員 会

21 日 事務連絡会

27 日 紀要委員 会

将来計画委員 会 ・ 予算委員 会 の 合 同 会議

補 導 委 員 会

入学者選抜方法検討委 員 会

就職説 明 会

28 日 教育実 習 委 員 会

免税物品使用状況調査

4 月 5 日 情報教育課程設 置 準備委員 会

6 日 教務委 員 会

補導委員 会

教務 ・ 補導合同 委 員 会

教授会

7 日 授業開始

附属小学校， 附属幼稚園 第一学期始業式

8 日 附属小学校 入 学 式

附 属 中 学校， 附属養護学校第一学期始業式

9 日 附属 中 学校， 附属養護学校 入学式

1 1 日 附属幼稚 園 入 国 式

1 2 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 及 び健康診断

入学者選抜方 法検討委員 会

1 3 日 図書委 員 会

14 日 情報教育課程 設 置 準備 委 員 会

20 日 人事教授会

2 1 日 情報教育課程設置準備委 員 会

26 日 教務委 員 会

27 日 予 算 委 員 会

補導委 員 会

カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会

経 済 学 部

報

4 月 7 日 学部教務 委 員 会

教授会

9 日 「 夜 間 主 コ ー ス 」 専 門 教育課程移行 オ リ エ

第294号

ン ア ー ン ョ ン

1 1 日 「畳 ・ 夜 間主 コ ー ス 」 前学期授業 開 始

「 夜 間 主 コ ー ス 」 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ーノ
1 2 日 「 畳 間 主 コ ー ス 」 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン 及 び 「 畳 ・ 夜 間 主 コ ー ス 」

新 入生健康診断

19 日 学部補導委員 会 （ 持 ち 回 り ）

20 日 論集委 員 会

経済学部及 び教養部教務委員 会委員 の 合 同

会議

22 日 改 組経過報告書作成委 員 会

25 日 日 本海経済研究所運営委員 会

26 日 学 部補導委員 会

各種委 員 選 考 委 員 会

27 日 学部教務委員 会

学部入学方法検討委 員 会

人事教授会

教授会

28 日 学 部職業補導委 員 会

E里 学 部

4 月 1 日 係 長会議

7 日 教授会

人事教授会

8 日 補導委員 会 （持 ち 回 り ）

12 日 新 入学生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ・ 健康診断

1 3 日 係長会議

14 目 前学期授業開始

2 1 日 事務連絡会

23 日 学科主任， 教務 委 員 会 の 合 同 会議

25 日 学科主任会議

入学試験改善委 員 会

26 日 教育実習 委員 会

補 導 委 員 会 （ 持 ち 回 り ）

27 日 教授会

理学研究科委員 会

人事教授会

28 日 免税物品使用 状況調査

口。
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エ 品同一チ 部

4 月 5 日 学部教務 委 員 会

6 日 教授 会

工学研究科委 員 会

専任教授 会

8 日 学部補導委 員 会

係 長連絡会

1 2 日 新 入生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン ， 新 入生健康診

断

入学試験検討委 員 会専 門 部 会

13 日 学科主任会議 ・ 学部改革検討委 員 会 合同 会

議

20 日 学科主任会議

事故対策 委 員 会

25 日 事故対策 委 員 会

27 日 学部補導委員 会

28 日 学科主任 会議

学科主任会議 ・ 学 部改革検討 委 員 会合 同 会

議

教 養 部

4 月 5 日 補導委員 会

6 日 教務 委員 会

教授会

人事教授 会

報 第294号

1 1 日 教養部 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

1 2 日 前学期授業開始

夜 間 主 コ ー ス 前 学期授業開始

1 3 日 将来計画委 員 会

20 日 視聴覚教育 委 員 会

補導委員 会

教務委 員 会

26 日 図 書委員 会

27 日 紀要委員 会

教務委 員 会

｜ 附 属 図 書 館 1
4 月 8 日 係長事務打合せ会

20 日 図書館業務電算化 ワ ー キ ン グ グルー プ打合

せ会

22 日 係長事務 打 合せ 会

26 日 第 39 回 北信越地区国 立大学 図 書館協議会

（ 於 ： 信州大学）

｜ 保健管理セ ン タ ー ｜
4 月 1 1 日 新 入 生 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン

12 日 新 入 生健康診断

20 日 定期健康診断 （ 工学部 3 ・ 4 年生， 大学院

生 ）

＠ 退庁， 退室の 際 に は， 戸 締 り の徹底 ・ 電気， ガ ス

の消 し 忘 れ， タ バ コ の 吸般の後始末に十分注意 し ，

盗難の防止 ・ 火 災 の予 防 に 心 が け ま し ょ う ．グ

＠ 電気， ガ ス ， 水の省 エ ネ ・ 省 資源 に協 力 し ま し ょ

う ．グ

QU
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・ 学 部

学部 学科 （ 課程 ）
募 集

人 員

人 丈 づ主主2ー． 科 95 
人

三ロ五口 且寸ιー・ 丈 寸，，，，ー与 科 95 
文

計 1 90 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 

教 中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 

養護学校教 員 養成課程 20 

幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 

育 情 報 教 育 課 程 40 

計 240 

経 済 学 科 1 44  
昼 間 主 経 営 学 科 1 24 

コ ー ス 経 営 法 学 科 102 

経 計 370 

i斉 経 済 学 科 20 

夜 間 主 経 営 学 科 20 

コ ー ス 経 営 法 学 科 20 

日十 60 

数 J寸Mー． 科 43 

物 理 学
35 

科 47 
1 2  

理 化 寸A主ゐー 科 43 

生 物 寸，，，，ー， 科 35 

t也 E求 科 子よムι- 科 32 

計 200 

電 気 工 fβゐ- 科 56 

工 業 化 学 科 50 

金 属 工 寸A主t“． 科 43 

工
機 械 工 λ十丘， 科 56 

生 産 機 械 工 学 科 45 

化 ぶ寸且ー， 工 p寸且日P， 科 46 

電 子 工 ムザ主ゐー 科 46 

計 342 

止口入 言十 1 , 402 

資

� 寺」 報

料

昭和63年度入学者数

入
少寸旦ー． 

入学者数
女 県 内男

9 5  32 63 37(30) 

9 5  22 73 55(47) 

190  54 136 92(77) 

1 2 5  41 84 88(61) 

70 34 36 40(27) 

19 4 15 7(7) 

27 。 27 20(20) 

40 10  30 28(24) 

281 89 192  1 83(139) 

144 1 25 19  58(14) 

1 24 99 25 47(14) 

102 79 23 3 1(11) 

370 303 67 136:39) 

20 10 10 14(8) 

2 2  17  5 14(5) 

2 1  1 8  3 1 1(2) 

63 45 18 39(15) 

43 31 12 1 4(5) 

35 35 。 1 5(0) 

1 2  10 2 4(0) 

43 24 19 24(12) 

35 22 13 7(4) 

32 25 7 7(3) 

200 147 53 71(24) 

56 54 2 21 (2) 

50 42 8 10(4) 

43 43 。 1 5(0) 

56 56 。 1 1(0) 

45 44 1 12(0) 

46 46 。 5(0) 

46 45 1 8(0) 

342 330 1 2  82(6) 

1 , 446 968 478 603(300) 

（ ） 内数字は女子で内数 を 示 す 。

県 外

58(33) 

4〔X26l

98(59) 

37(23) 

30(9) 

1 2(8) 

7(7) 

1 2(6) 

98(53) 

86:5) 

77(11) 

71(12) 

234(28) 

6(2) 

8(0) 

10( 1 )  

24(3) 

29(7) 

20(0) 

8(2) 

19(7) 

28(9) 

25(4) 

129(29) 

35(0) 

40(4 ) 

28(0) 

45(0) 

33( 1 )  

41(0) 

38( 1 ) 

260(6) 

843(118) 

者
現 役

78(55) 

78(65) 

1 56（附

106(7心

52(31) 

1 7(1 5) 

25(25) 

34(29) 

234(114) 

106(19) 

95(23) 

71(]6) 

272(58) 

1 1 (7) 

9(2) 

8(0) 

28(9) 

30(7) 

28(0) 

3(0) 

32(16) 

19(6) 

2 1(5) 

133(34) 

36(2) 

31(6) 

22(0) 

34(0) 

28(0) 

26(0) 

34(0) 

2 1 1(8) 

1 ,034 (403) 

第294号

j良 人 大学検定

17(8) 。
17(8) 。

34(16) 。

19(10) 。

18(5) 。

2(0) 。

2(2) 。
6(1 )  。

47(18) 。

38(0) 。
29(2) 。

31(7) 。
98(9) 。

9(3) 。

13(3) 。

13(3) 。
35(9) 。

13(5) 。

7(0) 。

9(2) 。

1 1(3) 。

16(7) 。
1 1(2) 。
67(19) 。

20(0) 。
19(2) 。
21(0) 。
22(0) 。
17( 1 ) 。
20(0) 。

1 2( 1 ) 。
131(4) 。
41 2(75) 。

（ 注 ） 1 
2 
3 
4 

人文学部， 経済学部 「夜間 主 コ ー ス 」 入学者 の 浪 人 の欄に は 社 会 人 入学者 を 含む 。
理学部物理学科の下段 は 定 員 一部留保第 2 次募集 の 人数 を 示す 。
私 費 外 国 人 留 学生が工学部の電気工学科 に 1 名 ， 電子工学科に 2 名 入学 し て い る が， 本表 か ら は 除 い で あ る 。

- 20 -
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－ 大学院

募 集 人員
入 学 者 内 訳

区 分 入学者 数
男 女 県 内 県 外

人 研 日 本 ・ 東 洋 文 化 専 攻 5 8 5 3 6(3) 2(0) 

科
文

学 科
品先 西 j羊 文 化 専 I交 5 4 2 2 4(2) 0(0) 

5十 10 12 7 5 10(5)  2(0) 

数 戸ーナ以． 専 攻 8 4 4 。 4(0) 0(0) 
理

物 理 ナA以． 専 I矢 8 1 3  1 3  。 1 1(0) 2(0) 十Aムε．
｛ じ 寸,>ll一， 専 攻 引2) 0(0) 10 5 3 2 

研
生 物 工文品寸zー． 専 8 3 3 。 1(0) 2(0) 

ヴ7恒L 
攻地 球 科 寸A且ー． 専 8 9 9 。 9(0) α0) 

科
言十 42 34 32 2 3〔X2l 4(0) 

電 メヌゴ五 工 品寸£ー， 専 工文 10 9 9 。 8(0) l(O) 

工 業 化 A寸＂－与 専 攻 10 8 8 。 8(0) α0) 
工

金 属 工 子A且ー， 専 I文 8 9 9 。 9(0) 咲0)
寸A以ー． 

機 械 工 A寸＇.： 専 攻 10 10 10 。 1〔XO) 0(0) 
自汗

生 産 機 械 工 学 専 攻 8 1 1  1 1  。 1α0) l(O) 
1t 

専 I文化 学 工 点寸uーみ 8 7 7 。 7(0) α0) 
千斗

電 攻子ー 工 寸� 専 8 9 9 。 7(0) 2(0) 

百十 62 63 63 。 59(0) 4(0) 

{} 言十 1 1 4  1 09 102 7 99(7) 10(0) 

（ 注 ） （ ） 内数 字 は 女子で 内数 を 示す 。

－ 専攻科

区 募 集 人 員 入学者数
入 学 者 内 訳

分
県男 女 内 県 外

教 育 専 攻 科 5 2 1 1 ( 1 ) 1 (0) 

経 i斉 A寸且ー． 一首、 j苦. 攻 科 10 6 6 。 5(0) 1(0) 

5十 1 5  8 7 1 6( 1 )  2(0) 

（ 注 ） （ ） 内数字は 女 子 で内数 を 示す 。

－Eムヮ，b
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10 20 

10 20 

8 16  

10  20 

8 16 

8 16 

8 1 6  

62 1 24 

1 14 228 

入学定 員

5 

10 

1 5  

品同号」

男

5 

2 

7 

4 

1 3  

3 

3 

9 

32 

9 

8 

9 

10  

1 1  

7 

9 

63 

102 

男

6 

7 

報 第294号

l 年 次 2 年 次 よEλl 言十

女 言十 男 女 計 男 女 計

3 8 7 8 1 2  4 16  

2 4 2 3 4 3 7 

5 1 2  9 2 1 1  16  7 23 

。 4 2 。 2 6 。 6 

。 13  10 。 10 23 。 23 

2 5 8 1 9 1 1  3 14  

。 3 4 1 5 7 1 8 

。 9 5 。 5 14 。 1 4  

2 34 29 2 31 61 4 65 

。 9 8 。 8 17 。 17  

。 8 9 。 9 17  。 17  

。 9 9 。 9 18  。 18  

。 10 7 。 7 17  。 17 

。 1 1  4 。 4 1 5  。 1 5  

。 7 7 。 7 14 。 14 

。 9 1 2  。 12  21 。 2 1  

。 63 56 。 56 1 1 9  。 1 19 

7 109 94 4 98 1 96 1 1  207 

女 日十

1 2 

。 6 

8 

- 23 -
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昭和63年度聴講生， 研究生数
(63 . 5 .  1 現在）

区
耳港、 講 生 研 ワ穴恒, 生

分
男 女 言十 男 女 言十

人 文 学 部 3 6 9 1 3 4 

教 育 学 部 4 1 5 。 。 。

経 済 学 部 1 2 3 。 。 。

理 学 部 。 。 。 1 。 1 

工 学 部 4 。 4 1 。 1 

教 養 部 。 。 。 1 。 1 

合 計 1 2  9 21  4 3 7 

2一
O一
2

上一
外一

叶弘一
！ヘ一
体l

IJ一
わしろ一－tz

卒

リ一

部一一一
司一

A口

学一
上一

Qd一
qL一
1A

1i一

一
。L

ヴ’一
円L一
QU

4一
O一
4

qd一
nu一
ηJ

月i一
日V一
司，a

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷 所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社

富 山市住吉町 1 丁 目 5 18 

電 話 （ 24 ) 1 7 5 5 （代）
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